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生活リズムポスター

生活リズム三行詩

　新年度が始まりもうすぐ２カ月。学校生活にも慣れ、家庭での生活リズムが崩れがちな時期でもあります。
　そこで、今回は、令和４年度に実施しました“子育て応援「ゆい高千穂」事業” の生活リズム三行詩とポスター
に応募のあった作品の中から入選作品をご紹介します。
　規則正しい生活リズムができているか、家庭で振り返ってみましょう。
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～今月のテーマ～
規則正しい「生活リズム」で
　元気いっぱいの学校生活を送りましょう！

　県立延岡しろやま支援学校高千穂校(出水悌二校長、3名)の始業式が行われました。延岡しろやま支援学校高千
穂校は、県立高千穂高等学校(長友美紀校長、265名)の敷地内にあり、県内唯一の特別支援学校の分校です。
　延岡しろやま支援学校高千穂校と高千穂高等学校は、年間約80時間もの交流および共同学習を実施しており、
県内唯一また全国的にも珍しい取り組みを行っています。
　本年度、延岡しろやま支援学校高千穂校は、この特色あるカリキュラムを｢共生コース｣と名付け、スタートする
ことになりました。｢共生コース｣スタートにあたり、両校は
共生社会実現に向けての誓いの文書を交わし、互いに人格
と個性を尊重し支え合い、多様な在り方を相互に認め合う
共生社会の実現に向けて共に前に進むことを確認しました。
　出水校長は｢同じ高校生どおしが将来に向けて学び合うこ
とで多様な価値観を尊重する人格形成を行っていってほし
い｣。長友校長は｢共生社会実現に向けての非常に貴重で
重要な取り組み。楽しく学び合うことで両校一緒に前に進
んでいきたい｣と、これからの両校の歩みに期待を膨らませ
ています。
※学校見学を随時受け付けています。ご希望の方は、
延岡しろやま支援学校高千穂校（☎0982-73-1077）
教頭または教務主任までご連絡ください。
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｢共生社会実現に向けての誓いの文書｣を手にする笑顔の長友校長（左）
と出水校長（右）

～「共生社会」の実現に向けて、共に前へ ～　
いずみ　  ていじ

延岡しろやま支援学校高千穂校寄稿
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　町商工会女性部(児嶋佐代子部長)の岩戸支部が岩
戸小学校を訪れ、6年生(16人)とEM菌活性液づく
りを行いました。
　液づくりは、環境問題やふるさとの山や川の大切
さを知ってもらおうと、約10年前から毎年行っており、
作った液は、2週間ほど発酵させのちに、プールへ
投入。微生物の働きにより、汚れを分解させる効果
を利用した清掃を行っています。
　液づくりを終えた稲葉滉太さんは｢2回目なのでス
ムーズにできた。きれいになってくれるとうれしい」。
谷川鈴留さんは｢２回目で楽しかった。掃除が大変な
のできれいになってほしい｣と感想を述べました。

4/19

　高千穂高校生産流通科２、３年生が、実習で育て
た野菜苗の販売会を町武道館で行いました。
　会場には、開始前からピーマンやナスなど約20種
の苗を買い求め町民らが長蛇の列をつくり、にぎわ
いをみせていました。
　当日は、経営情報科３年生と情報ソリューション科
２年生も販売実習として参加。次々と訪れる買い物客
への対応を生産流通科生徒と共に販売をしました。
　生産流通科3年河野宏輝さん(野菜班リーダー )は
「昨年より来場者が多く忙しいが、喜んでもらえるの
でとてもうれしい。これから、勉強や野菜づくりをき
ちんとやり通したい｣話しました。
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